
「昔から今・未来へと続くまちづくり」単元計画・A 案 

◆「復興道路」の教材化 ◆ 

 

1 単元の目標 

＜関心・意欲・態度＞ 

・今昔の道づくりに関心をもち、鞭牛の道づくりの工夫・知恵、思いや、復興道路の特徴や目的について

意欲的に考えようとする。 

＜思考・判断・表現＞ 

・鞭牛の道づくりの工夫・知恵、思いを人々の願いと関連付けて考えたり、復興道路の目的を特徴や鞭牛

の道づくりと関連付けて考えたりしながら、自分が思考・判断したことを適切に表現することができる。 

＜観察・資料活用の技能＞ 

・閉伊街道や復興道路に関わる情報を効果的に活用したり、見学学習で観察、調査したことを適切にまと

めたりすることができる。 

＜ 知 識 ・ 理 解 ＞ 

・地域の人々の願いをくんだ鞭牛の道づくりの工夫・知恵、思いや、震災の教訓を生かした復興道路の特

徴や目的などを理解することができる。 

 

２ 指導と評価の計画（1４時間扱い） 

小 時 主な学習活動 社会科のねらい 評価規準（評価方法） 復興教育のねらい 

 

動

機

付

け 

 

 

 

１ 

・50 年前の R106 の様子を知り、も

っと昔の道の様子や鞭牛の業績に

ついて関心をもつ。 

 

○今昔の R106 や鞭牛に

かかわる資料から、道

づくりに対する関心

や問いをもつことが

できる。 

＜関＞50 年前の R106 は利便性

に問題はあったものの地

域にとって大切な道であ

ったことに気付き、さらに

昔の道や鞭牛の業績に関

心や問いをもっている。  

（発言、ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔 

・

鞭

牛

の

閉

伊

街

道

づ

く

り 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

・鞭牛が生きていた当時の地域の人々 

の生活の様子を絵から予想する。 

・年表から何度も不作、凶作、飢饉や

御伝馬役に苦しめられていた状況、

をつかみ、人々の「食べ物がほし

い」、「広く安全な道があれば」とい

う願いに気付く。 

○地域の人々が交通難

のために飢饉や凶作

に苦しんでいたこと

を考え、表現すること

ができる。 

 

<思＞地域の人々が飢饉や凶作、 

御伝馬役に苦しんでいたこ 

とを交通網の不備と関連付 

けて考え、表現している。 

        （発言、ノート） 

 

 

 

 

３ 

・前時の学習や年表や地図から、鞭牛

が道づくりを始めた理由を考え、そ

の人柄について考える。 

○前時の学習と年表や

地図から、鞭牛の道づ

くりの動機や人柄に

ついて考え、表現する

ことができる。 

＜思＞鞭牛の地域の人々の命を

救おうという思いと道づ

くりの動機を関連付けて

考え、表現している。 

        （発言、ノート） 

・地域の人々の命を救 

おうと道づくりを始 

めた鞭牛の思いに共 

感することができ 

る。 

[かかわる] ⑨ 

【仲間や地域の人々と

のつながり】 

 

 

 

４ 

・絵や工具の写真から難所開削のため

の鞭牛の知恵・工夫、思いと地域の

人々との信頼関係について考える。。 

○工具が限られている

中、難所開削のための

鞭牛の知恵・工夫、思

いと地域の人々との

信頼関係について理

解できる。 

＜知＞限られた工具で、難所開削

を進める鞭牛の知恵・工夫

思いと地域の人々との信

頼関係を理解している。 

        （発言、ノート） 

・鞭牛の苦難にも負け

ない工夫・知恵から

志を貫こうとする強

い思いを実感するこ

とができる。 

[生きる]  ⑤ 

【やり抜く強さ】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

・閉伊街道開通後の地域の人々の生活

の変化について考える。 

・閉伊街道の開通によっ

て宮古地区の人々の

生活が改善されたこ

とを理解することが

できる。 

＜思＞閉伊街道は地域の人々に

とって「命の道」であった

ことを以前の生活苦と関

連付けて考え、表現してい

る。 

        （発言、ノート） 

・閉伊街道の開通によ

って、かけがえのな

い多くの命が救われ

たことを理解するこ

とができる。 

[生きる] ① 

【かけがえのない 

生命】 

 

６ 

 

 

・北日本銀行スペシャル「岩手の人物

史・牧庵鞭牛」を視聴し、これまで

の学習を深める。 

 

・これまでの学習をふり

かえりながら鞭牛の

生き方に対する理解

を深める。 

＜知＞これまでの学習をふりか

えりながら鞭牛の生き方

に対する理解を深めてい

る。      （ノート） 

 

 

 

７ 

８ 

・岩屋の洞窟や玄翁館を訪ね、具体物

を見学したり、佐々木さんのお話を

聞いたりしながら、学習を深める。 

・岩屋の洞窟や玄翁館を

見学し、自分の気付き

をまとめることがで

きる。 

＜観＞岩屋の洞窟や玄翁館の見

学からの気付きをこれま

での学習と関連付けて記

録している。         

       (観察、記録カード)             

 

 

 

 

９ 

 

・閉伊街道が R106 として長い間、地

域の生活に貢献していることを実感

し、今の道づくりに関心をもつ。 

・閉伊街道から R106 へ

の発展をまとめ、これ

からの道づくりに関

心をもつことができ

る。 

＜関＞昔の道づくりが今の生活 

に寄与している「未来に

つながる道」であったこ

とに気付き、今の道づく

りに関心をもっている。 

        （発言、ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 

・ 

未

来 

・ 

復

興

道

路

の

建

設 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

  

本

時 

・復興道路の特徴を調べ、その建設目

的を鞭牛の道づくりと関連付けて

考える。 

 

・復興道路の特徴を調 

べる活動を通して、 

その建設目的や鞭牛 

の道づくりとの共通 

点について考え、表現 

することができる。 

＜思＞復興道路建設の目的を鞭 

牛の道づくりと関連付け

て「地域の人々の命を守

るため」ととらえ、それ

を根拠付けて考え、表現

している。 

 

・復興道路の特徴や目

的を考えることで、

地域の人々の命を守

るために道があるこ

とを実感するととも

に、地域に対する理

解と愛情をもつ。 

[かかわる] ⑭ 

【復旧復興への 

あゆみ】 

・震災時の R45 の被害

状況から地域の人々

の願いや復興道路の

必要性を考える。 

[そなえる]  ⑱ 

【自然災害のライフラ

インへの影響】 

 

 

11 

12 

・復興道路の工事現場を訪ね、前時の

学習を深める。 

・復興道路の工事現場を

訪ね、その気付きをま

とめるとともに、自分

の目で地域が復興に

向かう姿を実感する

ことができる。 

＜観＞復興道路の工事現場での

気付きをその特徴や目的

と関連付けて記録してい

る。 

    （観察、ノート） 

・地域の復興のために

懸命に工事に従事す

る方の姿から自分た

ちの地域のすばらし

さを実感する。 

[かかわる]  ⑫ 

【自分と地域社会】 



 

 

13 

14 

・昔から今、未来へと続くまちづくり

を「道」をテーマに振り返り、グル

ープごとに紙芝居作りに取り組み、

交流する。 

・今までの学習を生かし 

仲間と協力して「道」

をテーマにした紙芝居

作りに取り組むことが

できる。 

＜関＞今までの学習を生かして

意欲的に道づくりの変革

を紙芝居に表そうとして

いる。 

 

 

４ 本時の学習 

（１） 目標 

  ○復興道路の特徴を調べる活動を通して、鞭牛の道づくりと関連付けながら、その建設目的について

考え、表現することができる。 

（２）評価規準 

  

 

 

 

 

 

（３）社会科の視点、復興教育の視点からの手立て 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）展開 

段

階 

学習活動（○主発問） 

・期待する児童の反応 
○教師の支援 

◎評価 

◇目指す児童の姿 

 

 

つ

か

む 

 

７

分 

１ 復興道路の地図、写真の提示から

問いをもつ。 

・なぜ、R45 のすぐ横に道路をつくっているのか 

な？ 

・どんな道路なのだろう？ 

・なぜ、復興道路という名前がついているのか

な？ 

２ 学習問題を設定する。 

 

 

○八戸～仙台の R45・復興道路地図と

写真を提示し、R45 のすぐ横に道が

つくられていることに問いをもた

せたい。 

○児童の問いを拾いながら学習問題

を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇資料から復興道路

についての問いを

もっている。 

 

 

 

 

３ なぜ、復興道路をつくっているの

かを予想する。 

・R45 は被災したから、津波に備えるためではな

いか。 

○地図や写真を手がかりに予想させ

る。 

○自由に予想を出させ、板書に位置付

けていく。 

 

 

 

 

Ｂ おおむね満足 

            復興道路建設の目的を鞭牛の道づくりと 

思考・判断・表現   関連付けて「地域の人々の命を守るため」    

ととらえ、それを根拠付けて考え、表現

している。     （発言、ノート） 

 

＜努力を要する児童への支援＞ 

・R45 と比較させながら復興道路の特徴を顕在化させる

とともに、複数の資料提示によって、その建設目的に

実感をもたせる。 

・既習の学習掲示を活用して、鞭牛の道づくりの目的と

の共通点に気付けるようにする。 

 

＜社会科の視点から＞ 

ア R45 と比較させて思考・判断・表現させることによって、復興道路の特徴や建設目的を顕在化さ

せる。 

イ 復興道路の建設目的を、その特徴や既習の鞭牛の閉伊街道づくりと関連付け、調べたことや考え

たことを表現させる。 

＜復興教育【仲間づくり】の視点から＞ 

ア 復興道路を教材化することによって、震災から 3 年半が経った現在も地域が復興に向かって前進

していることを実感させる。 

[人・こととのかかわり]  ⑭【復興・復旧へのあゆみ】 

イ 震災時の R45 の被害状況から地域の人々の願いや復興道路の必要性を考えさせる。 

[人・こととのかかわり]   ⑱【自然災害のライフラインへの影響】 

ウ 復興道路の建設目的を鞭牛の道づくりと関連付けて考えさせ、今昔ともに「命の道」としての道

の存在を実感させるとともに、地域に対する理解と愛情をもてるようにする。 

[人・こととのかかわり]  ⑭【復興・復旧へのあゆみ】 

 

  

なぜ、国道 45 号線の横にふっこう道路をつくっているのだろう。

どのような道なのだろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ 

 

か 

 

め 

 

る 

 

 

 

 

30

分 

・高速道路のような道路だからではないか。 

・2本あれば道路が混まないためではないか。 

４ 復興道路の特徴を調べる。 

○R45 と比べて、復興道路の特徴を調

べよう。 

・R45 よりトンネルが多い。 

・R45 よりカーブが少ない。 

・津波の浸水域を通っていない。 

５ 調べた結果を出し合い、復興道路

の特徴を確かめ合いながら、その

建設目的について考える。 

○調べた結果を出し合おう。それは、

何のためなのだろう。 

・トンネルが多く、カーブが少ない。 

 →目的地に速く行ける。 

 →事故が減る。 

 →救急車が速く病院に行ける。 

・津波の浸水域を通っていない。 

 →震災の時も安全だ。 

 →支援物資も速く、確実に運べる。 

  →避難場所にもなる。 

６ 鞭牛の道づくりとの共通点につ

いて考える。 

○復興道路と鞭牛の閉伊街道と比べ 

てみよう。 

・どちらも命の道だ。なぜなら・・・ 

→速く病院に行けることで命が救えるから 

→事故が減ることでも命が救えるから 

→津波の時にも安全だから 

   

 

 

 

 

７ 三陸国道事務所の方のインタビ

ューVTR を視聴する。 

○宮古～田老の復興道路地図を配布

し、その特徴を顕在化するために

R45 と比較しながら調べさせる。 

○復興道路の特徴と関連付けながら、

その目的（平常時と災害時）を写真

やグラフ等の資料提示から考えさ

せたり、検証したりしていく。 

【トンネルが多くカーブが少ない】 

時間短縮、事故の減少、救急搬送の

敏速化 

【津波浸水域外、避難階段】 

震災時の安全性、支援物資の確実な

運搬、避難場所としての機能 

○R45 の被災写真から、地域の人々

の「安全な道が欲しい」という願い

と災害時の復興道路の目的を考え

させていく。 

○「地域の人々の命を守る道」という

点で、既習の鞭牛の閉伊街道と共通

していることに気付かせ、その根拠

を説明させていく。 

○閉伊街道が R106 として今も地域に

寄与していることと同様に、復興道

路がこれからの未来の地域に寄与

していくことにも気付かせ、「未来

につながる道」という点でも共通し

ていることにも気付かせたい。 

○既習の交通事故防止、防火、防災の

学習でも関係機関が連携して自分

たちの命を守ってくれていたこと

と結び付ける。 

○学習問題に立ち戻り、板書を振り返

ながら、児童とともに口頭で学習を

まとめる。 

○ここまでの学習を検証するために

VTR を視聴させるとともに、つく

っている側の思いにふれさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇復興道路建設の目

的を特徴と関連付

けて考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎復興道路建設の目

的を鞭牛の道づく

りと関連付けて

「地域の人々の命

を守るため」とと

らえ、それを根拠

付けて考え、表現

している。（発言、

ノート） 

 

ひ

ろ

げ

る

８

分 

８ 本時の学習をふりかえる。 

 

○学習問題の答え、自分の考えの２段

落構成でふりかえりを書かせる。 

 

 

 

（５） 板書計画 

 

 

＜復興教育ライブラリー参照＞ 

 

ふっこう道路をつくっているのは、鞭牛のつくった閉伊かい道と同じように地いきの人達の

命を守るためだということが分かった。なぜなら、病人の命をすくったり、津波からも命を守

ったりしてくれるからだ。 

私達の命は、道路でも守られていることを知ってうれしく思った。そんな道路が今、つくら

れていることに感謝したい。 


